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２．事業実施報告 

（１）事業の取り組み状況（総括） 

前記「Ⅱ．事業報告 １．事業概要 （２）事業推進体制」のとおり、事業総括、研究統

括、新技術エージェントによる推進本部を核とし、研究交流促進会議、共同研究推進委員会、

研究リーダー会議、参画企業連絡会議などを設置し、定例的に開催することにより、本事業

に参画する大学・企業の研究者や知的財産・事業化の担当者と一体的な事業の推進に取り組

んだ。 

施設面での整備としては、コア研究室を、臨床研究の最前線である京都大学吉田キャンパ

ス近くに位置し、バイオ関連の研究開発型企業が集積する「クリエイション・コア京都御車」

内に設置した。同研究機能と併せ、京都大学（吉田地区、桂地区）等や各企業等の研究室が

備える研究設備を最大限に活用し、これらの研究成果を一元的に集積する拠点を確立した。 

研究開発面については、高いポテンシャルを有する京都大学などの研究機関と世界的なレ

ベルで活躍している企業等（事業終了時：９大学、１病院・１研究所、１０参画企業）によ

る共同研究体制の下で、５年間の事業期間内の実績として、論文発表１４５件（国内５４件、

海外９１件）、口頭発表・ポスター発表３７４件（国内２７１件、海外１０３件）、特許出

願２０件（国内１７件、外国３件）、雑誌掲載６件、新聞掲載２７件、テレビ・ラジオ放送

４件、成果発表会開催１１件、外部イベントへの出展３６件があり、研究成果の蓄積のみな

らず、広報活動等による情報発信にも努めた。 

また、前述のとおり、スキルバンクの構築、産業支援機関との連携、京都大学ナノメディ

シン融合教育ユニットによる人材育成等を行った。 

事業総括等の活動状況は、以下に記載する。 

 

① 事業総括（川辺泰嗣：㈱島津製作所顧問） 

前任の本庶佑 元京都大学医学部長、大学院医学研究科特任教授から事業総括を引き継

ぎ、次の取組を行った。 

（ア）本事業の総括責任者として、総合的な事業の進捗管理と地域ＣＯＥの構築など新たな

地域産業創出の基盤形成に向けて、参画大学・企業等を総括しつつ、事業を遂行した。 

（イ）事業スタッフ、雇用研究員を確保し、事業推進体制を運営した。 

（ウ）研究交流促進会議の開催により、研究面、事業面において広く有識者から意見を求め、

本事業実行計画に反映させた。 

（エ）活動成果報告会や研究発表会「ＭＥＭＳ技術のライフサイエンス分野への応用・発表

交流会」を開催するなど、京都商工会議所、㈳京都工業会など経済団体と連携し、地元

ものづくり企業への研究成果移転への取り組みを行った。 

（オ）医工連携という学問領域を超えた２分野を総合的にコーディネートし、日本の医療技

術の飛躍的な発展を目指して本事業を推進した。 

 

② 研究統括（髙橋 隆：京都医療科学大学学長、京都大学名誉教授） 

（ア）研究開発の統括責任者として、２つの各研究テーマの進捗状況の把握・調整を行い、

事業の全体スキームを踏まえつつ、基本計画書及び中間評価を受けた見直し後の計画に

基づき進行管理を行った。 

（イ）共同研究推進委員会（年２回開催）を主宰し、研究者、参画企業、新技術エージェン

ト等による共同研究推進のための協議や相互の情報交換等を通じて連携を強化し、事業

化に向けた研究開発の促進を図った。 

（ウ）研究リーダー会議を３箇月ごとに開催し、各研究グループ間の情報共有と研究開発推

進のための調整、事業全般に関する協議などを行い、研究者の意思統一と研究面での事

業推進を図った。 
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（エ）新技術エージェント等と連携し、研究成果の迅速な特許化、製品化、事業化等に向け

た取組を行った。 

 

③ 新技術エージェント 

(有)アセットウイッツ代表取締役 南部修太郎（～平成19年3月） 

谷田清一：元武田薬品工業㈱医薬研究本部医薬探索センター所長（平成18年1月～） 

（ア）事業推進に不可欠なインフラ整備やルール作り（特許出願ルール、新規企業参画ルー

ル、スキルバンク構築など）をフェーズ１で完了し、参画企業会議を四半期ごとに主宰

して、事業の円滑な推進を図った。 

（イ）成果の掘り起こしを積極的に進め、課題ごとに産学連携の最適化を図った。そのため

に事業体制を再編し、参画企業の枠を超えて事業化パートナーを発掘し、産が主導する

シナリオの描出に努めた。 

（ウ）課題ごとに事業価値を見極め、中軸となる事業を定めて支援を強化し、フェーズⅢで

事業移転先となる候補企業への働きかけに努めた。 

（エ）新規の知財に基づく派生的な産学連携事業を積極的に推進した。そのために新たな連

携体制を構築し、実用化計画を具体化した。 

（オ）研究テーマ２においては、研究者コミュニティー形成を念頭においてテーマリーダー

と現場担当者が集う研究担当者連絡会を立ち上げた。これによって現場にボトムアップ

の機運が生まれ、新事業の創出に大きく貢献した。若手研究者育成の場としても一定の

役割を果たした。 

 

④ 参画機関 

（ア）㈶京都高度技術研究所 

ⅰ）本事業の推進ため、地域結集事業推進本部を設置した。 

ⅱ）事業スタッフの確保や人件費、事業費等の事務を最終的にまとめ、事業の円滑な運

営に寄与した。 

ⅲ）知的クラスター創成事業、バイオ関連事業等との連携を行い、派生的事業の創出に

向けて支援を行った。 

（イ）企業等 

ⅰ）「ナノデバイスによる医療用検査システムデバイスの開発」には８社・１病院、「ナ

ノテク材料による医療用イメージングとターゲティング技術開発」には４社が参画し

ている。（１社は重複） 

ⅱ）企業研究員の人件費及び研究費の負担、研究施設や設備の提供等により、積極的に

本事業に参画した。 

ⅲ）研究グループ会議や参画企業連絡会議等への参加を通じて、情報の共有化を行いな

がら、それぞれの分担研究を実施した。 

（ウ）大学等 

ⅰ）「ナノデバイスによる医療用検査システムデバイスの開発」には７大学等、「ナノ

テク材料による医療用イメージングとターゲティング技術開発」には２大学・１研究

所が参画した。（１大学は重複） 

ⅱ）本事業の中心的研究機関であり、人件費や研究室の負担、研究施設や設備の提供等

により、積極的に本事業に参画した。 

 

⑤ 京都市 

（ア）本事業は「京都バイオシティ構想」の重点分野（医学と工学の融合分野）であり、新

たな事業創出と地元企業への派生的技術移転を目指して、中核機関及び参画機関と一体
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となって事業推進に取り組んだ。 

（イ）コア研究室の確保、本部人件費及び事業費の負担などの財政的支援のほか、事業運営

における各種の調整等を事業推進本部と連携して実施した。 

 

（２）他機関との連携状況 

① 大学との連携 

（ア）京都大学ナノメディシン融合教育ユニット 

京都大学では、京都地域の産学公が「医学と工学の融合分野」を今後成長を期待する

重点分野と位置付け、本事業に着手したことに伴い、今後、同分野を支える人材の育成

を目指し、「京都大学ナノメディシン融合教育ユニット」を平成１７年度から開始した。 

これは、京都大学の医学研究科、工学研究科、再生医科学研究所が連携し、「ナノメ

ディシン」に関する講義、実習プログラムを大学院生や社会人に提供するもので、基礎

から応用まで広く問題解決に当たり得る高度な能力を備えた研究者・技術者の育成を行

っている。 

（イ）京都大学産官学連携本部、京都大学産官学連携センター 

京都大学が世界に向けて知の結集、情報発信を行うセンターとして、異なる学問分野

の融合や産学公の人的融合により、新学問領域の創造、新産業創出に向けた技術移転を

行っている。 

本事業知的財産の権利関係が複数の学部にわたるプロジェクトであることから、学内

の調整はもとより、企業との一元的な窓口を行っている。また、本事業により取得した

特許の地域企業へのライセンスについての働き掛けを行っている。 

 

② 経済団体 

（ア）京都商工会議所 

本事業の研究成果を地域企業へ技術移転することを目指し、成果報告会への出席等を

会員企業に働き掛けている。 

（イ）㈳京都工業会 

京都商工会議所と同様の機能を果たしている。また、会員企業への技術移転や派生的

共同研究プロジェクトの創出を目指し、京都産学公連携フォーラムにおいて本事業の研

究成果を報告した。 

 

③ 関連行政機関との連携 

（ア）文部科学省 

文部科学省が推進する知的クラスター創成事業（第Ⅰ期及び第Ⅱ期）の採択を受け、

㈶京都高度技術研究所が中核機関となってナノテクノロジーを中心とした技術開発、事

業開発に取り組んでいる。 

知的クラスターのコーディネーター及び地域結集事業の新技術エージェント間で

様々な意見交換が行われており、相互の事業の強みを補完しつつ相乗効果を生み出すよ

うな事業連携の可能性を検討している。 

（イ）経済産業省 

経済産業省が推進する産業クラスター計画事業「広域的新事業支援ネットワーク拠点

重点強化事業」の採択を受け、㈶京都高度技術研究所は、先端的解析装置企業のネット

ワークを形成している。本事業で取り組む「ナノデバイスによる医療用検査システムデ

バイスの開発」との連携により派生事業の創出を目指した「ＭＥＭＳ技術のライフサイ

エンス分野への応用」を本事業と合同で開催した。 
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（ウ）(独)科学技術振興機構 イノベーションプラザ京都 

同プラザは、大学等の研究成果を社会還元するため、産学公の交流や産学公による研

究成果の活用を進めている。このため、同館長には、本事業の研究交流促進会議委員に

就任いただき、研究面の指導や産学公連携制度の情報提供などを行っていただいた。 

また、科学技術コーディネーターには、共同研究推進員会にオブザーバー参加をいた

だき、情報交換に努めた。 

更に、当事業の研究成果から生じた派生的研究成果を実用化につなげるため、同プラ

ザ所管のシーズ発掘試験や育成研究に積極的に応募し、採択をいただいている。 

（エ）(独)中小企業基盤整備機構 

同機構が設置運営するインキュベーション施設「クリエイション・コア京都御車」、

「京大桂ベンチャープラザ（北館、南館）」には、優れた技術を有する研究開発型企業

が入居している。入居企業を支援するインキュベーションマネージャーは、大学技術や

企業情報に詳しく、新技術エージェントとの間で様々な意見交換が行われた。また、本

事業の研究成果について入居企業に周知し、入居企業の技術の高度化、派生事業の創出

の機会の提供に取り組んだ。 
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（３）成果報告、基本計画に対する達成度 

① 地域ＣＯＥの構築 

基本計画に記されているフェーズⅠ・Ⅱの目標、達成状況、今後の見通しについて、様

式３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 基本計画書における「地域ＣＯＥの構築に関する推進計画」 
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［様式３］ 

①地域ＣＯＥの構築 

 

【フェーズⅠ】 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ コア研究室の役割、産学公

ネットワーク形成、スキルバ

ンクの整備・活用等 

 

 

 

 

 

 

 

① 京大桂キャンパス等への

研究機器・研究員配置（大学

実験の充実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コア研究室の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 産学公コンソーシアム構

築準備・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 事業化・特許化ワーキング

グループの設置 

 

 

 

 

 

 

 

① 事業開始以降、体制準備段階

として京大桂キャンパス、吉田

キャンパス等に研究機器及び

研究員を配置した。 

研究員・研究補助員の配置は

次のとおり 

・ 平成17年1月  ３名 

・ 平成17年4月 １０名 

・ 平成18年4月 １６名 

 

 

 

② 平成18年1月に、(独)中小企

業基盤整備機構が設置・運営す

るライフサイエンス分野のイ

ンキュベーション施設「クリエ

イション・コア京都御車」内に

事業推進本部とともにコア研

究室を設置し、研究機器の整

備、交流スペースの確保などを

行った。 

 

③ 新規参画企業の承認手続を

策定し、本事業の研究開発を推

進する体制を整備した。 

また、産学の実務研究者の横

断的な情報交換会を立ち上げ、

例月で開催した。 

 

 

 

 

④ 新技術エージェントを議長

として全参画企業による参画

企業連絡会議を組織した。 

元京都大学産官学連携センタ

ー産学連携コーディネーターの

協力を得て、参画企業連絡会議

において、特許化の出願手順や

実施許諾について規定を整備

 

① 整備した研究機器につい

ては、フェーズⅢの研究及び

今後のナノメディシン分野

の研究開発に使用される予

定である。 

研究員・研究補助員につい

ては、それぞれが新たなポジ

ションを獲得しており、本事

業の経験を生かして、今後、

科学技術の発展及び新事業

の創出に活躍を期待する。 

 

② 「クリエイション・コア京

都御車」は、京都におけるラ

イフサイエンス分野のイン

キュベーション施設として、

引き続き京都市が賃料補助、

入居者支援人材の派遣等の

運営支援を実施する。 

 

 

 

③ 平成２０年７月に京都大

学の医学部、工学部、薬学

部等の研究者と地元京都企

業、行政を構成員として設

置した「医・工・ライフサ

イエンス連携プロジェクト

検討委員会」を産学公コン

ソーシアムに発展改組する

ことを計画している。 

 

④ 事業成果として出願され

た特許２０件について、今

後、企業において事業化に

結びついていくものと期待

している。 
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⑤ スキルバンクの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 中核機関による支援強化 

 

した。 

 

⑤ デバイスや医薬関係の知的

財産に詳しい特許事務所など、

次のスキルバンクを整備した。

・奥 久輝氏（元京都大学産官

学連携センター産学連携コー

ディネーター） 

・新技術特許事務所 

・京都リサーチパーク株式会社

・高島国際特許事務所 

・京都北山特許事務所 

 

⑥ 企業・大学間との共同研究契

約書の締結、スキルバンクの登

録、研究成果報告会による情報

発信など、中核機関が持つノウ

ハウやネットワークを提供し

た。 

 

 

 

⑤ スキルバンクに登録した

各機関については、事業終

了後においても、本事業関

係者に対するアドバイス等

に協力していただけること

になっている。 

 

 

 

 

 

⑥ フェーズⅢにおいて、京

都市から医工薬産学公連携

支援事業の実施機関を受託

し、地域ＣＯＥの活動主体

を担う予定である。 

２ 京都市の取組状況・支援内

容 

 

 

 

 

① クリエイション・コア京都

御車の整備支援・コア研究室

の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コア研究室の支援措置 

 

 

 

 

 

③ 産学公連携強化の支援 

 

 

 

 

 

④ 産業支援機関との連携 

 

 

 

 

① (独)中小企業基盤整備機構

が整備するライフサイエンス

分野のベンチャー企業の拠点

を整備するに当たり、学界、産

業界の意見を取りまとめ、市内

でも利便性に富み、複数の理工

系及び医学系大学に近接する

場所を選定した。 

地域の理解を得て、整備促進

に協力した。 

 

② 「クリエイション・コア京都

御車」内に事業推進本部ととも

にコア研究室を設置し、研究機

器の整備、交流スペースの確保

などを行った。 

 

③ 本事業に必要な技術を有す

る大学、企業等の共同研究体制

を構築するとともに、参画企業

連絡会議等により、特許の権利

等に関する規定を整備した。 

 

④ ナノメディシン拠点を形成

するため、地域の研究開発型企

業に本事業の研究開発成果を

情報発信するとともに、成果報
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 告会等への参加を勧奨した。 

 

３ 研究成果の移転方法 
 

 

 

 

① 新技術エージェントの配

置による市場調査 

 

 

 

 

 

 

② 新技術エージェントによ

る研究成果の評価、実用化可

能性調査 

 

 

 

① デバイス分野の事業化に明る

い南部修太郎氏と、長年医薬品

開発に従事されてきた谷田清一

氏の両氏を新技術エージェント

に迎え、両氏の経験・人的コネ

クションを活用し、本事業の各

テーマの市場動向を調査した。

 

② 研究開発成果を事業化に展開

する経験を有する新技術エージ

ェントにより、個々の研究成果

の評価と実用化可能性評価を行

うとともに、参画企業及び協力

企業からヒアリングを行い、そ

の結果を研究リーダー会議及び

研究グループ会議にフィードバ

ックした。 

 

 

 

 

【フェーズⅡ】 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ コア研究室の役割、産学公

ネットワーク形成、スキルバ

ンクの整備・活用等 

 

 

 

 

 

 

 

① コア研究室への研究機

器・研究員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 研究成果の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 引き続きコア研究室、京大桂

キャンパス、吉田キャンパス等

に研究機器及び研究員を配置

した。 

研究員・研究補助員の配置は

次のとおり 

・ 平成19年4月 １３名 

・ 平成20年4月 １１名 

・ 平成21年4月  ９名 

 

② 中間評価を受けた研究テー

マの絞り込みと再編、企業との

連携体制の再構築を図った結

果、参画企業等の経営戦略に合

致する分野で特に優れた研究

成果が創出された。 

・ ＳＰＲ蛍光測定法による腫

瘍マーカーの高感度計測 

 

① コア研究室が動物実験及

び遺伝子組み換え実験に大

きな制約を有することや、

研究開発の効率性の観点か

ら、フェーズⅢでは、大学

及び企業の研究施設を活用

していくこととしている。

 

 

 

② 新たな公的研究開発プロ

グラムの支援を受けて研究

開発を継続し、実用化を目指

す。 
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③ 中核機関による支援強化 

 

 

 

 

 

 

 

④ エージェント等による市

場調査・開拓、技術移転、事

業化の推進 

 

 

 

 

⑤ 新事業への展開、ベンチャ

ー育成等による新事業の創

出支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 産業支援機関による企業

化、技術経営のスキル向上等 

 

 

 

 

 

 

 

・ 固形腫瘍等の低酸素領域の

生体光イメージングプローブ

・ 新規ナノキャリア「ラクト

ソーム」の創出  など 

これらは、商品化や新たな公

的研究開発プログラムの獲得

につながっている。 

 

③ 中核機関が推進している「京

都バイオ産業技術フォーラム」、

「京都バイオ産業創出支援プロ

ジェクト」、「バイオ関連企業

広域連携促進事業」と連動し、

本事業の研究開発成果を発表す

る発表会などを企画・実施した。

 

④ 新技術エージェントが市場動

向及び参画外企業の技術力を調

査したうえ、協力企業及び技術

移転先企業を探索し、共同研究

の成立及び協力企業による商品

化に結びつけた。 

 

⑤ 新規ナノキャリア「ラクトソ

ーム」の創出では、参画企業に

おいて新たな事業領域への展開

が展望されている。 

また、生体光イメージングの

特許権の持ち分を有する大学研

究者が経営するベンチャー企業

に対して、運営に当たっての支

援とアドバイスを行った。 

なお、京都市及び中核機関で

ある(財)京都高度技術研究所に

より、ベンチャー企業の発掘・

育成・成長・発展を支援する「未

来創造型企業支援プロジェク

ト」が実施されており、有望な

ベンチャー企業に対する優遇措

置が講じられている。 

 

⑥ 地域の産業支援機関である

(財)京都高度技術研究所、京都

市産業技術研究所、京都市中小

企業支援センター、京都商工会

議所、㈳京都工業会などにより、

企業化及び技術経営力向上に向

けた様々な講習、セミナー等の

支援活動が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ フェーズⅢにおいて、京

都市から医工薬産学公連携

支援事業の実施機関を受託

し、地域ＣＯＥの実施主体

を担う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 京都市及び中核機関であ

る(財)京都高度技術研究所

により、ベンチャー企業の発

掘・育成・成長・発展を支援

する「未来創造型企業支援プ

ロジェクト」を引き続き実施

し、有望なベンチャー企業に

対する優遇措置を講じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 引き続き、地域の産業支援

機関により、企業化及び技術

経営力向上に向けた様々な

講習、セミナー等の支援活動

が実施される。 
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⑦ スキルバンク機能の活用

による研究成果の技術移

転・事業化推進 

 

 

⑦ スキルバンクに登録している

次の特許事務所に対して、特許

成立の可否について調査を依頼

するほか、事業化に当たっての

アドバイザリー業務を依頼し

た。 

・新技術特許事務所 

・高島国際特許事務所 

・京都北山特許事務所 

 

 

⑦ スキルバンクに登録した

各機関については、フェー

ズⅢにおいても、本事業関

係者に対するアドバイス等

に協力していただけること

になっている。 

 

 

 

２ 京都市の取組状況・支援内

容 

 

 

 

 

① コア研究室強化の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 産学公連携強化の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 産業支援機関との連携 

 

 

 

 

 

① 引き続き、「クリエイショ

ン・コア京都御車」内に事業推

進本部とともにコア研究室を

設置し、研究機器の整備、交流

スペースの確保などを行った。

フェーズⅡからは、コア研究

室をサポートする事務局体制

の強化を図り、京都市から理系

出身の課長級職員が事務長を

兼務した。 

 

② 医療分野の産学公連携体制

の強化を図り、平成２０年７月

に京都大学の医学部、工学部、

薬学部等の研究者と地元京都

企業、行政からなる「医・工・

ライフサイエンス連携プロジ

ェクト検討委員会」を設置し

た。本事業終了後の医工薬産学

公連携の支援の在り方等につ

いて検討するとともに、連携コ

ーディネーターが産学連携支

援活動を実施している。 

また、平成２１年９月から、

国の採択を受けた「グローバル

産学官連携拠点事業」が立ち上

がり、先端共同研究を包括的に

支援するとともに、新たなアラ

イアンスの構築等を図ってい

る。 

 

③ ナノメディシン拠点を形成

するため、産業支援機関を通じ

て地域の研究開発型企業に本

事業の研究開発成果を情報発

信するとともに、成果報告会等

 

① 「クリエイション・コア京

都御車」は、京都におけるラ

イフサイエンス分野のイン

キュベーション施設として、

引き続き京都市が賃料補助、

入居者支援人材の派遣等の

運営支援を実施する。 

 

 

 

 

② 委員会の中間取りまとめ

を受け、京都地域における

ナノメディシン分野の地域

ＣＯＥを支える「医工薬産

学公連携支援事業」の実施

が京都市において計画され

ている。 

また、「グローバル産学

官連携拠点事業」に採択さ

れたことにより、国の関連

施策・事業が優先的又は追

加的に実施されることとな

っており、京都地域が「世

界的イノベーション創出拠

点」に発展することが期待

されている。 

 

 

 

 

③ フェーズⅢにおいても、

地域の産業支援機関との連

携を強化し、各機関の支援

メニューの活用を図る。 
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④ 地域産業への成果移転 

 

 

 

 

⑤ 研究活動と連動する企業、

研究所の立地誘導 

 

 

 

 

の参加を勧奨した。 

 

④ 中核機関と連携し、事業成果

を地域企業に紹介する成果発

表会及び技術移転交流会を開

催した。 

 

⑤ 京都市域への新たな企業の

誘致を図り、開発拠点・研究所

の新増設に対して補助金を交

付するとともに、特に中小企業

に対しては融資制度を設けて

いる。 

 

 

 

④ フェーズⅢにおいて、京

都市医工薬産学公連携支援

事業を実施し、この中で事

業成果の地域産業への移転

に取り組む予定である。 

⑤ 引き続き、開発拠点・研

究所の立地誘導の支援策を

実施する。 

３ 研究成果の移転方法 
 

 

 

① 新技術エージェントによ

る技術移転、事業化の推進 

 

 

 

 

 

② 連携体制の確立 

 

 

 

 

 

③ 研究成果の普及 

 

 

 

 

 

 

④ 研究成果の新プロジェク

トへの展開 

 

 

 

 

 

① 本事業の中で創出された画期

的な研究開発成果である「ラク

トソーム」について、新規事業

領域を開拓する計測機器メーカ

ーに事業化に向けた相談に乗る

とともにアドバイスを行った。

 

② 新技術エージェントが市場動

向及び参画外企業の技術力を調

査したうえ、協力企業及び技術

移転先企業を探索し、新たな連

携体制を構築した。 

 

③ 本事業の研究開発成果の普及

を図り、成果発表会等の開催６

件（フェーズⅠからの合計１１

件）、展示会出展２１件（フェ

ーズⅠからの合計３６件）を実

施した。 

 

④ 本事業の研究開発成果を事業

化に発展させるため、新プロジ

ェクトに積極的に応募した結

果、文部科学省関係６件（フェ

ーズⅠからの合計７件）、経済

産業省関係１件の新たな公的研

究開発プロジェクトを獲得し

た。 
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② 新技術・新産業の創出 

基本計画に記されているフェーズⅠ・Ⅱの目標、達成状況、今後の見通しについて、様

式４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 基本計画書における「研究開発に関する推進計画図」 
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• 医療用部品・デバイス産業
• 医療用計測・分析機器産業
• 医療用検査システムデバイス
• 病院で使用可能なポータブルデバイス
• 健康状態チェック用腕時計型デバイス
• ポータブル環境測定機器
• 動物用バイオチップ

【【成果成果】】

• 薄膜圧電素子型アクチュエータ

• 進行波型マイクロポンプ・ミキ
サー・定量化デバイス

• 血球処理

• ｾﾗﾐｯｸ積層型立体流路

• 超小型SPRイメージングデバイ
ス

• がんマーカセンサ/ナノ粒子セ
ンサ

• 検査用テストチップ

【【成果成果】】
• 刺激応答ナノ磁性複合粒子
• 腫瘍特異的プローブ
• 低酸素特異的融合タンパク質による
ナノ複合材料

• 疾患特異的ナノキャリア

イメージング・ターゲ
ティング材料の開発

イメージング・ターゲ
ティング材料の開発

DDS材料の開発
DDS材料の開発

ナノ複合材料の開発
ナノ複合材料の開発

成果活用成果活用

連
携
研
究
／
成
果
活
用

連
携
研
究
／
成
果
活
用

生体適合性試験生体適合性試験

動物実験動物実験

実用化研究実用化研究

臨床応用研究臨床応用研究

【【成果成果】】
• イメージング材料開発技術
• ターゲティング材料開発技術
• DDS開発技術

診断薬・治療薬の開発診断薬・治療薬の開発

• イメージング診断
• ターゲティング治療法
• 新規MRI造影剤
• 培養細胞系基礎研究用試薬
• 診断薬・治療薬・DDS試薬
• 工業系機能性材料

コア研究室⇒高次生体機能医工連携センター（仮称）での継続研究
コア研究室⇒高次生体機能医工連携センター（仮称）での継続研究

応用研究応用研究

実用化研究実用化研究

臨床応用研究臨床応用研究

時計型デバイス一次試作
時計型デバイス一次試作

法律・PL法対策法律・PL法対策

連携・協力連携・協力

法律・PL法対策法律・PL法対策
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［様式４］ 

②新技術・新産業の創出 

 

【テーマ１ ナノデバイスによる医療用検査システムデバイスの開発】 

小テーマ１－１－① 感染症検査用センシングデバイスを用いた応用研究 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 小型ＳＰＲセンサシステム

の試作 

 

 

 

 

② 小型SPRイメージング装置

第一次プロトタイプの試作改

良とスペック評価 

 

 

 

③ ナノ粒子を用いる腫瘍マー

カー検出の高感度化法の開発 

 

 

 

④ たんぱく質等の非特異的吸

着を抑制する表面処理法の開

発 

 

 

⑤ 実臨床検体を用いたスペッ

クの評価 

 

 

① デスクトップタイプのＳＰＲ

センサシステムの試作を完了し

た。 

腫瘍マーカーのＳＰＲシグナ

ルの検出に成功した。 

 

② 試作と改良を重ねた結果、装置

仕様と構成を確定した。 

また、マイクロ流路における検

出限界、定量性等に関する評価を

実施した。 

 

③ 酸化鉄から構成されるナノビ

ーズを用いて、ＳＰＲ信号を数

百倍増幅させる手法の開発に成

功した。 

 

④ 親水性自己組織化単分子膜

（ＳＡＭ）や高分子薄膜を金表

面に修飾し、たんぱく質等の吸

着挙動の観察を実施した。 

 

⑤ 京都大学医学部附属病院臨床

検査部における臨床検体を材料

として用いることに対して、京都

大学医の倫理委員会の承認を得

た。 

 

 

○ 企業による事業化は、よ

り高感度なＳＰＲ励起蛍光

（ＳＰＦＳ）測定を基本測定

原理とする方向で進んでい

くこととなる。 

２ フェーズⅡ 
  

 

① 気道感染症、出血・凝固検

査用デバイスの検討 

 

 

 

 

 

 

 

① 腫瘍マーカー（ＡＦＰ）のほ

か、感染症マーカー（Ｂ型肝炎）、

血液凝固因子（アンチトロビン

Ⅲ）を例としてセンシング部分

の評価を実施した。 

感染症マーカーとしてＣＲＰ

を高感度に検出できる捕捉抗体

と検出抗体の組み合わせを決定

 

○ フェーズⅢでは、参画企

業において、感染症マーカ

ー等の小型検査装置の開発

が進められる。 
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② センシング感度の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 臨床検体を用いた実証研究 

 

した。 

 

② ＡＦＰについて、シグナル増

幅試薬（ストレプトアビジン標

識磁気ビーズ）とCOOH-SAM基板

を用いることにより、臨床的閾

値（10ng）まで感度を向上させ

た。 

センサ表面での抗体の結合挙

動をＸＲ、液中ＡＦＭで解析・

検討した。 

 

③ 京都大学医学部附属病院臨床

検査部にＳＰＲ蛍光試作装置を

導入した。 

実際の臨床検体を用いた測定

を行い、実際に稼動している臨

床検査機器の測定結果と良好な

相関を示すことを確認した。 
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小テーマ１－１－② 小型化高感度センシングデバイスの開発と事業化検討 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① ＴＬＭ検出およびオンライ

ン試料濃縮法の適用によるオ

ンチップ分析の高感度化 

 

② シクロオレフィン樹脂の適

用によるタンパク質分析の高

性能化 

 

③ チャネル表面化学修飾によ

る分離の高性能化 

 

 

① スウィーピングの適用による

ＭＣＥ分析の感度向上を達成し

た。 

 

② ラット血清中タンパク質の良

好な分離検出を達成した。 

 

 

③ ポリエチレンイミン修飾ＰＭ

ＭＡ製チップの適用により分析

性能を大幅に改善させた。 

 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① ＳＰＲ励起蛍光（ＳＰＦＳ）

測定装置の第一次プロトタイ

プの試作 

 

 

 

② 小型化ＳＰＲ蛍光試作機の

製作と評価 

 

 

 

③ 小型化ＳＰＲ蛍光試作機の

高感度化 

 

 

① ＳＰＦＳ実験機とＳＰＦＳ小

型機を試作し、肝臓癌マーカー

のＡＦＰをサンプルとして評価

を実施した。 

 

② 光学系を縮小した小型化ＳＰ

Ｒ蛍光試作機で、ＡＦＰを数ng

／mLの高感度まで測定すること

に成功した。 

 

③ センサチップ表面の改質とし

て、PNIPAMのコーティングによ

りタンパク質の非特異吸着によ

るシグナルのバックグラウンド

上昇を低減することができた。

Ｑdot標識抗ヒトＡＦＰ抗体

を用いることで、ＡＦＰをサブ

ng／mLのレベルで検出すること

に成功した。 

金薄膜と蛍光色素の距離をよ

り広くするため、金薄膜上に高

分子スペーサーを形成し、シグ

ナル強度が数倍程度増強するこ

とを確認した。 

 

 

○ ＳＰＲ、ＳＰＦＳ複合装

置が協力企業から研究用機

器として販売開始された。

 

○ (独)科学技術振興機構の

先端計測分析技術・機器開

発事業に採択を受け、さら

なる迅速・高感度な測定シ

ステムの研究開発が始まっ

ている。 

 

○ 参画企業により、ＰＯＣ

Ｔ向けの小型検査装置の開

発が進められる。 
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小テーマ１－１－③ 送流系およびマイクロ流路の高度化 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① ポータブルタイプ送流シス

テムを含む流路・流体デバイ

スの小型化 

 

② 現象の時空間スケールの同

定と、流れ場の解析による流

路設計および流体の流速制御

等へのフィードバック 

 

 

 

 

 

 

 

③ ｾﾗﾐｯｸ型を用いたﾅﾉｲﾝﾌﾟﾘﾝﾄ

加工の知見、要素技術開発 

 

 

 

 

 

 

④ 微小量の血漿を、収率良く

オンチップで分離回収する手

法と装置の開発 

 

 

① 進行波型マイクロポンプの基

本設計、試作、および性能試験を

終了した。 

 

② 流路開発の状況を把握し、流路

内の流れ場における抗原分子の

拡散現象を解析するプログラム

を構築し、流路高さや流速の影

響、そして新たな流路形状の性能

を検討した。 

流速は大きく流路高さは小さ

い方が良く、合流型流路を用いる

ことでさらに性能が向上する可

能性があることが分かった。 

 

③ ヒーター内蔵セラミックス型

の試作品を完成させた。 

セラミックス表面性状制御お

よび樹脂への転写性の評価の評

価を行った。 

成形時温度分布特性の評価を

行った。 

 

④ 流れが層流となるマイクロ流

路内での血球の沈降を利用して

血漿分離を行う手法・装置を開発

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 今後、国内だけで３９０

億円といわれる血液検査の

市場に応用すべく、企業へ

のライセンス及び技術移転

を進めている。 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① 圧電薄膜進行波型マイクロ

ポンプの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＰＺＴ圧電薄膜をマイクロ流

路上面に形成したアクチュエー

ターにより、マイクロ流路内に

進行波を励起する新しい送液原

理のマイクロポンプを実現し

た。 

進行波の位相を逆転させるこ

とにより流れ方向の制御に成功

し、バルブレスの流体制御が可

能となった。 

 

① マイクロ流路の要素技術

を確立した。今後、様々な分

野への応用展開を図り、共同

研究企業と検討に入ってい

る。 
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② マイクロ流体デバイスの送

流効率向上 

 

 

③ Ｂｉｏ－ＭＥＭＳ応用に適

した非鉛圧電薄膜材料の研究 

 

 

 

④ マイクロミキサの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 表面テクスチャを付与したマ

イクロ流路の効率評価を実施し

た。 

 

③ 非鉛圧電薄膜材料として、（Ｋ、

Ｎａ）ＮｂＯ３薄膜及びＢａＴｉ

Ｏ３薄膜の作成を行い、その圧電

効果を確認した。 

 

④ 局所的に異なる分布質量に対

応する固有周波数で掃引するこ

とにより、振動を励起し流体の

混合を行うアクティブマイクロ

ミキサを開発した。 

また、複雑な３次元構造を簡

便に作成できる手法を開発し、

複雑な多層流により流体を混合

するパッシブマイクロミキサを

開発した。 

 

 

 

 

 

 

③ 今後、実用化に向けたハー

ドルとなっている微細加工

技術を確立し、応用展開を図

る。 

 

④ アクティブマイクロミキ

サは、参画企業と特許を共

同出願しており、企業にお

いて応用展開が図られる。

パッシブマイクロミキサ

は、混合性能の更なる向上

を図る。 
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小テーマ１－１－④ ナノデバイスを利用した細胞機能計測とイメージング材料の機能検証への利

用検討 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

（フェーズⅡから新設） 

 

  

２ フェーズⅡ 
  

 

① 従来の細胞実験用器具との

比較検討 

 

 

 

 

 

 

② 材料樹脂の自家蛍光低減方

法の検討 

 

 

③ ナノデバイス材料が評価対

象に与える影響・培養特性の

評価 

 

 

 

 

 

 

④ 光学系への影響評価 

 

 

 

 

⑤ エレクトロポレーションの

条件の最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① マイクロデバイスに用いる材

料の生体適合性評価を実施し

た。 

複数種類の細胞で、サンプル

ストックを大量に準備し、プレ

ート基板上での細胞増殖性及び

機能評価を実施した。 

 

② 消光剤を含有させた樹脂で自

家蛍光が低減されることを確認

した。 

 

③ 京大再生医科学研究所におい

て、ｉＰＳ細胞などへの利用を

念頭に置いた実細胞を用いて、

ポリイミド、ＳＵ８、ＰＤＭＳ

などの材料の細胞増殖性に与え

る影響を数日間のスケールで実

施するとともに、遺伝子導入の

条件について検討した。 

 

④ 細胞内応答を高倍率で観察可

能とするため、裏面からの透過

観察を行うデバイスについて検

討した。 

 

⑤ マイクロデバイス内でのパル

ス印加時における電極の分極を

低減する手法を開発した。 

この結果、わずか１～２Ｖの

低電圧で、色素導入の効率ほぼ

１００％、ＭＳＣへの遺伝子発

現率２０～３０％を実現した。

 

○ フェーズⅢでは、再生医療

研究者との連携により、これ

らの応用を開発するととも

に、企業との連携により、工

学的バックグラウンドを持

たない医学・生物学研究者に

簡便に利用できるよう、ユー

ザーフレンドリーな形での

製品化を進めていく。 

 

○ 新たな公的研究開発プロ

グラムに応募し、フェーズⅢ

の研究開発資金を確保する。
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小テーマ１－１－⑤ 血管探索手法の開発 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 血糖値計測・薬送達用時計

型ＨＭＳ／ＤＤＳデバイスの

開発 

 

 

 

 

 

② 近赤外光による血管探索シ

ステムの開発 

 

 

 

 

 

③ 自動採血･血液搬送デバイ

スおよび薬送達デバイスの開

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 低侵襲マイクロ針の開発 

 

 

 

⑤ 小型血糖計測用センサシス

テムの開発 

 

 

 

 

⑥ 生体適合薄膜圧電材料の創

製 

 

 

 

① 近赤外光血管探索、圧電・電

解・真空ポンプによる採血・薬送

達、およびＭＯＳＦＥＴ型酵素セ

ンサによる携帯型および据置型

血糖値計測のための第１・第２世

代ＨＭＳ／ＤＤＳデバイスの開

発を終了した。 

 

② 透過型近赤外光血管探索シス

テムを開発した。（深さ探索精度

100μm程度） 

２次元受光素子配列型ＣＣＤ

カメラおよび画像処理ソフトの

開発を行い、上記の精度を得た。

 

③ 穿刺･採血と血液搬送からなる

２段動作システムを開発した。一

連動作３分で採血できることを

確認した。 

バイモルフ圧電型、電解反応

型、真空駆動型マイクロポンプを

設計、試作し、性能試験を完了し

た。 

真空型採血デバイスでは6.3μ

l/sを、電解型薬送達デバイスで

6.5μl/s、誤差5%以下を実現し

た。 

 

④ 最小内径50μm/外径100μmの

ＴｉおよびＴｉ合金マイクロ針

を創製した。 

 

⑤ 定電流型ＭＯＳ－ＦＥＴ酵素

センサを開発し、血糖値計測に成

功した。 

より安定とされる定電圧型酵

素センサの精度評価を実施した。

 

⑥ 厚さ50nmのＭｇＳｉＯ３薄膜

圧電材料をヘリコン波スパッタ

装置による創製に成功 

圧電特性については、ＡＦＭ強
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⑦ 近距離無線を利用した通信

およびデータ分析機能を有す

る基板の設計・試作を行い、

第１・２世代時計型デバイス

の開発 

誘電体評価システム装置により

計測・確認した。 

Ｌ９２９細胞を用いた細胞毒

性評価実験により、新規人工創製

ＭｇＳｉＯ３薄膜が良好な生体適

合性を示すことを確認した。 

 

⑦ 近距離無線のアンテナ素子を

実装した通信ユニット、血管探索

を除く時計型ＨＭＳのすべての

駆動回路を試作し、動作確認に成

功した。 

さらに小型化および省電力化

を図るため、回路設計者を交えて

検討した。 

時計型血糖計測デバイスの構

成要素システムを制御・駆動する

回路の改善設計と製作を行った。

 

フェーズⅡ 
  

 

① 小型近赤外光血管探索シス

テムの開発 

 

 

 

 

 

 

② 血管探索の精度及び信頼性

の向上 

 

 

 

 

③ 据置き型試作機の製作 

 

 

 

 

④ 携帯型試作機の製作 

 

 

 

 

 

 

 

① ＣＭＯＳカメラモジュールを

用いることにより、計測システム

の光学系を40mm×25mm×10mmに

小型化した。 

模擬手指組織を用い、近赤外光

及びステレオ法による３次元血

管探索の測定精度を検証した。 

 

② 補正式を用いて模擬皮膚組織

内の屈折による影響を補正する

ことにより，設定血管深さと平均

計測血管深さとの間に良好な相

関を確認した。 

 

③ 血管探索システム、採血システ

ム、血液分析システムを搭載した

据置き型デバイスの試作機を製

作した。 

 

④ 血管探索システム、採血システ

ム、血液分析システムを搭載した

携帯型デバイスの試作機を製作

した。 

 

 

 

○ 基盤的な研究開発は完了

したので、今後は企業にお

いて要素技術を活用した実

用化開発を期待する。 
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【研究テーマ２ ナノテク材料による医療用イメージングとターゲティング技術の開発】 

小テーマ２－１－① 刺激応答ナノ磁性粒子の融合材料開発 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 新規ＭＲＩ用造影剤の開発 

 

 

 

 

 

 

② ｐＨ応答性ナノ粒子の開発 

 

 

① メチルイミダゾリウムカチオ

ンを有する酸化鉄ナノ粒子を作

製した。 

市販造影剤と同等の毒性なが

ら、高い造影効果を有すること

を確認した。 

 

② イミダゾリウムカチオンを有

する金ナノ粒子とポリアクリル

酸との組合せにより、ｐＨ変化に

対して可逆的に応答することを

見出した。 

 

 

① 性能的には市販品（リゾ

ビスト）を上回る材料開発

に成功したが、治験の高い

ハードルが待ち受けている

ため、医薬品メーカーへの

技術移転が進んでいない。

２ フェーズⅡ 
  

 

① 酸化鉄ナノ粒子の調製法の

最適化 

 

 

 

 

② 新たな手法でのｐＨ応答性

ナノ粒子の開発 

 

 

 

 

 

 

 

③ 他のグループのナノ材料と

の融合化 

 

 

 

 

 

④ バイオセパレーションへの

派生的展開 

 

① 酸化鉄をオレイン酸で被覆し

した後、テトラエチルオルトシ

リケートを添加する手法によ

り、均一で粒径制御可能な磁性

ナノ粒子を開発した。 

 

② ホスホニウム塩で被覆した酸

化鉄ナノ粒子について、種々の

有機酸添加やｐＨ変化による凝

集挙動を詳細に検討した。 

イミダゾールを有するデンド

リマーを合成し、中性付近のｐ

Ｈ変化によるケミカルシフト応

答を確認した。 

 

③ 磁性ナノ粒子に蛍光色素を修

飾し、ＭＲＩ造影能及び蛍光ス

ペクトルを確認した。 

アミノ基を有する酸化鉄コア

ナノ粒子と腫瘍特異的プローブ

との融合化を達成した。 

 

④ イミダゾリウムカチオンで被

覆した酸化鉄ナノ粒子に、ＤＮ

Ａを特異的に吸着する能力を見

出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 新規バイオセパレーショ

ン材料として、参画企業によ

り実用化可能性の検討が始

まっている。 
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小テーマ２－１－② 腫瘍特異的プローブの融合材料の開発 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 血管新生に伴って発現する

分子マーカーCD13受容体を標

的とするイメージングプロー

ブの合成と物性評価 

 

 

② がん組織の低酸素環境で

活性化される低分子イメー

ジングプローブの合成と物

性評価 

 

 

① CD13受容体のリガンドとなる

環状オリゴペプチド（CNGRC）部

をもつフルオレセイン誘導体を

合成し、蛍光標識によるがん細胞

のイメージング機能を確認 

 

② 低酸素応答機能部インドール

キノン部をもつクマリン誘導体

を合成し、がん細胞抽出物中に含

まれる還元酵素の作用によって

低酸素環境選択的に活性化され

ることを確認 

 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① 血管新生を標的とする蛍光

プローブの開発 

 

 

 

 

 

 

② 低酸素環境を可視可する蛍

光プローブの開発 

 

 

 

 

③ 酸性環境で発光する分子プ

ローブの開発 

 

 

 

① CD13受容体のリガンドと結合

するフルオレセイン誘導体のマ

ウスを用いた機能評価実験を行

った。in vitro実験では所期の

機能を発揮するもの、in vivo評

価では腫瘍への集積性が認めら

れなかった。 

 

② 低酸素応答部インドールキノ

ン（IQ）とRhodol型の蛍光団を

有するIQ-Rhodolから成る低酸

素感受性蛍光プローブを開発し

た。 

 

③ 蛍光発光部としてDOX部、消光

部としてダブシル部（Daby）を

持 つ pH応答 性 分子プ ロ ーブ

(D0X-Daby)を開発した。 
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小テーマ２－１－③ 低酸素特異的融合タンパク質の融合材料の開発 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① ＰＴＤ－ＯＤＤ融合タンパ

ク質の各構成部位（ＰＴＤ、

ＯＤＤ）の機能面での最適化 

 

 

 

 

 

 

 

② ターゲティング用ＰＴＤ－

ＯＤＤの最適化 

 

 

 

③ イメージング用ＰＴＤ－Ｏ

ＤＤの最適化 

 

 

① ＴＡＴを含む膜透過ドメイン

よりも５倍ほど膜透過性が優れ

たＰＴＤペプチドが構築できた。

現在のＯＤＤ配列の数を増や

したり、配置を変えたりすること

により、現在の酸素依存的分解制

御がすでに最適化されているこ

とがわかった。ＯＤＤポリペプチ

ドを減らすことができた。 

 

② ターゲティング用ＰＴＤ－Ｏ

ＤＤを構築し、動物実験により低

酸素がん細胞の特異的ターゲテ

ィングを確認 

 

③ イメージング用ＰＴＤ－ＯＤ

Ｄを構築し、動物実験でＰＴＤ－

ＯＤＤ融合タンパク質自体の体

内動態を観察するために、光イメ

ージングで最適化を図った。 

 

 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① 光イメージングプローブ

の構築 

 

 

 

 

 

② 他のグループのナノ材料と

の融合化 

 

 

 

③ ＭＲＩプローブへの展開 

 

 

 

 

 

 

① タンパク質・リガンド結合

（HaloTagシステム）を利用し、

ＰＴＤ－ＯＤＤ融合タンパク質

への標識結合方法を確立した。

in vivoイメージング評価で良

好な腫瘍集積性を確認した。 

 

② ④グループのＤＤＳ材料（ペ

プトソーム）との融合体を作成

し、in vivoイメージング評価を

実施した。 

 

③ ＭＲＩプローブ化に向けて、

ポリペプチドを骨格としたキレ

ート・ガドリニウムポリマーを

合成し、この複合体のＭＲＩに

おける造影効果が、分解状況を

反映して大きく変動することを

 

① 協力企業から、癌・虚血

疾患の創薬ツールを目的と

した実験小動物用光イメー

ジングプローブとして商品

化された。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 京都市から研究補助員配

置の支援を受け、さらにＰ

ＥＴプローブへの展開に着

手している。 
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④ ターゲティング材料の開

発 

 

確認した。 

 

④ 協力企業において融合タンパ

ク質の大量調製に成功するとと

もに、活性を保ったまま長期間

保存可能であることを確認し

た。 

すい臓がん同所移植モデル

で、癌の浸潤・転移を抑制し、

有意な延命効果を示すことを確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 共同研究先の製薬企業を

探索するとともに、新たな

公的研究開発プログラムの

支援を受け、トランスレー

ショナルリサーチに進みた

い。 
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小テーマ２－１－④ 疾患特異的ナノキャリアの融合材料開発 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 両親媒性ブロックポリペプ

チドの合成および末端修飾法

の確立  

 

② 粒径100nmのペプチドベシ

クル（ペプトソーム）の調製

法の確立 

 

③ 近赤外プローブでラベルし

たペプトソームを調製し、マ

ウスへの静注による光イメー

ジング法の確立 

 

④ ペプトソームの表面修飾法

の確立 

 

 

① 反応条件（溶媒、温度、濃度、

モノマー純度、開始剤）を詳細に

検討 

 

② 組成の異なるブロックポリペ

プチドを合成し、水中でのモルフ

ォロジーを検討 

 

③ 近赤外プローブとしてICGを選

択し、ポリペプチドへの導入、マ

ウスへの適用を検討 

 

 

④ ペプトソーム表面へのトリカ

ルボン酸の導入とＮｉを介した

タンパク質の表面固定 

 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① ＤＤＳに最適なサイズ、モ

ルフォロジー、構成アミノ酸

組成の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 他のグループのナノ材料と

の融合化 

 

 

 

 

① 実験動物を用いた生体内動態

評価により、ＤＤＳ材料として

最適なサイズが粒径３０mm、モ

ルフォロジーではミセル構造、親

水性のセグメントが長いことが

癌組織のイメージングに適して

いることの知見を得た。 

 

○ ポリ乳酸とポリサルコシンと

のブロックポリマー（ラクトソ

ーム）が、網内皮系への取り込

みから逃れるステルス性と，肝

臓への集積が低く、ＥＰＲ効果

による良好な腫瘍への集積性を

示すことを見出した。 

 

② ＤＤＳ材料と磁性ナノ粒子及

びＰＴＤ－ＯＤＤタンパク質と

の融合体形成が容易に行えるこ

とを確認した。 

 

○ ラクトソームの臨床応用

に向け、京都大学医学部附

属病院探索医療センターの

流動プロジェクに採択さ

れ、平成２４年度の臨床試

験実施を目標に材料の最適

化及び非臨床データの取得

を行っている。 

○ ラクトソームの研究開発

については、平成２０年度

のＪＳＴイノベーションプ

ラザ京都「育成研究」に採

択され、事業実施中である。

○ 今後は、データの蓄積に

合わせて、製薬メーカーと

の連携を模索する。 
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中テーマ２－２ 融合ナノ材料によるイメージング・ターゲティングおよびＤＤＳ材料の評価・

実用化検討 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ フェーズⅠ 
  

 

① 素材開発グループ（①～③）

の材料を評価するための低酸

素がんを可視化する実験動物

モデルの構築 

 

② 素材開発グループ（①～③）

の試作品の評価 

 

 

 

 

 

③ 素材開発グループ④の体内

動態を評価 

 

 

① 化学発光、蛍光を用いて、腫瘍

内低酸素領域を可視化する系を

構築した。 

 

 

② 素材開発グループ①の簡易毒

性試験・溶血性試験を実験動物

実施した。 

素材開発グループ③の試作品

の体内動態評価を動物実験で実

施した。 

 

③ 実験動物を用いて、血中での安

定性を評価した。 

光イメージングによる動物実

験で、体内動態を評価した。 

 

 

① 開発された腫瘍内低酸素

領域を可視化する実験系

は、創薬現場に普及し、実

験動物の使用数削減に貢献

することとなる。 

 

 

２ フェーズⅡ 
  

 

① 各素材の最適化のための機

能評価、融合材料の動態評価 

 

 

② ナノ材料の虚血性脳血管障

害への適応評価 

 

 

 

 

 

 

 

③ ナノ材料の虚血性循環器障

害への適応評価 

 

① 中テーマ２－１で試作された

５種類の材料をがん移植モデル

で評価した。 

 

② 低酸素特異的融合タンパク質

が脳虚血・再灌流モデル後、脳

梗塞巣に特異的に集積し、体外

から可視化できることを確認し

た。 

ＰＴＤ－ＯＤＤ－Caspase阻

害剤が脳梗塞面積を有意に縮小

させることを確認した。 

 

③ 疾患モデルマウス（マウス心

筋梗塞モデル、マウス圧負荷モ

デル）を開発した。 

低酸素特異的融合タンパク質

が Ex vivoで虚血組織に選択的

に分布することを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

② ＨＩＦ－１活性を持つ神

経細胞を保護する脳梗塞治

療薬につながることが期待

される。 
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［様式５］ 

基本計画に対する進捗状況 

当初計画 

実  施 

 

【地域ＣＯＥの構築】 

項目 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 将来の展開計画 

１ コア研究室の役割、産学公ネ
ットワーク形成、スキルバンク
の整備・活用等 

 
① 研究機器・研究員配置 

 
 
② コア研究室の整備 

 
 

③ 研究成果の創出 
 
 
④ 産学公コンソーシアム構築
準備・運営 

 
⑤ 事業化特許化ワーキンググ
ループの設置 

 
⑥ スキルバンクの整備 

 
 

⑦ スキルバンク機能の活用に
よる研究成果の技術移転・事
業化推進 

⑧ 中核機関による支援強化 
 
 

⑨ 新事業への展開、ベンチャ
ー育成等による新事業の創出
支援 

 

 
 
 
 
 
研究員等3名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
フェーズⅠ
 
 
 
研究員等10名
 
 
整備完了 
 
 
基盤研究 

 
 
構築 
 
 
設置 
 
 
    整備
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
研究員等16名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
フェーズⅡ 
 
 
 
研究員等13名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
研究員等11名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
研究員等9名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 フェーズⅢ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 新たな公的研究開発プログラムの

支援を受けて開発を発展・継続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 引き続き賃料補助、入居者支援人材

の派遣等の支援を実施 
 

中間評価に
よる見直し

企業中心の実用化研究 新公的資金
の獲得

大学・企業と検討委員会開催中 

研究成果の知財調査等に活用 

情報発信などノウハウやネットワークを提供

「未来創造型企業支援プロジェクトなどベンチャー企業支援実施中 
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項目 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 将来の展開計画 

 
⑩ 産業支援機関による企業

化、技術経営のスキル向上等 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

２ 京都市の取組状況・支援内容 
 
① クリエイション・コア京都
御車の整備支援・コア研究室
の整備 

② コア研究室の支援措置 
 
 
③ 産学公連携強化の支援 

 
 
 
④ 産業支援機関との連携 

 
 
⑤ 地域産業への成果移転 

 
 
⑥ 研究活動と連動する企業、
研究所の立地誘導 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
整備完了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 引き続き賃料補助、入居者支援人材

の派遣等の支援を実施 
 
 
 
 
○ グローバル拠点事業継続 
 
 
 
○ 連携体制継続・発展 
 
 
 
 
 
○ 立地誘導支援策継続 
 

３ 研究成果の移転方法 
 
② 新技術エージェントによる
研究成果の評価、実用化可能
性調査 

③ エージェント等による市場
調査・市場開拓、技術移転、
事業化推進 

④ 研究成果の普及 
 
 
⑤ 研究成果の新プロジェクト
への展開 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
○ 共同研究の継続 
○ 技術移転先企業における商品化 
 
 
 
 
○ 新たな公的研究開発プログラムの

支援を受けて開発を発展・継続 

地域の産業支援機関による講習、セミナー等実施中 

フェーズⅡから京都市課長級が事務長兼務

大学・企業と検討委員会開催中 参画企業連絡
会議設置 グローバル拠点採択 

地域の産業支援機関により情報発信実施 

市域への開発拠点・研究所の新増設に対し補助金交付 

市場調査実施

技術評価、実用化可能性調査実施 

協力企業・技術移転先企業探索 

成果発表会開催、展示会出展 

積極的に応募 
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【テーマ１ ナノデバイスによる医療用検査システムデバイスの開発】 

項目 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 将来の展開計画 

 
１－１－① 
感染症検査用センシングデバイス
を用いた応用研究 
 
 
 
１－１－② 
小型化高感度センシングデバイス
の開発と事業化検討 
 
 
 
１－１－③ 
送流系およびマイクロ流路の高度
化 
 
 
 
１－１－④ 
ナノデバイスを利用した細胞機能
計測とイメージング材料の機能検
証への利用検討 
 
 
 
 
 
１－１－⑤ 
血管探索手法の開発 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 参画企業において、感染症マーカ

ー等の小型検査装置の開発が進めら
れる。 

 
 
 

○ ＪＳＴ先端計測分析技術・機器開

発事業で迅速・高感度な測定システ

ムの研究開発実施中 

 
 
○ 企業へのライセンス及び技術移転

を進めており、企業により実用化が
図られる。 

 
 
 

○ 再生医療研究者との連携により応

用を開発 

○ 企業との連携により、ユーザーフレ

ンドリーな形で製品化を目指す。 

○ 新たな公的研究開発プログラムに
応募し、研究開発資金を確保する 

 
 
 

 

ＳＰＲデバイス第１次試作

高感度法の開発 

ＳＰＲ蛍光測定法試作機開発と評価

感染症マーカー等の測定

低電圧・高効率の
物質導入を達成

各要素技術の開発 血球分離デ
バイス開発

マイクロミ
キサ開発 

マイクロポ
ンプ開発 

時計型デバイスの
要素技術開発 

時計型 
開発中止

据置き型 
試作機開発 

携帯型 
試作機開発

積極的に応募 

試作・検討 

高感度法の検討 
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【【研究テーマ２ ナノテク材料による医療用イメージングとターゲティング技術の開発】 

項目 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 将来の展開計画 

 
２－１－① 
刺激応答ナノ磁性粒子の融合材料
開発 
 
 
 
２－１－② 
腫瘍特異的プローブの融合材料の
開発 
 
 
 
２－１－③ 
低酸素特異的融合タンパク質の融
合材料の開発 
 
 
 
２－１－④ 
疾患特異的ナノキャリアの融合材
料開発 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 新規バイオセパレーション材料と

して、参画企業により実用化可能性の
検討中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 京都市から研究補助員配置の支援

を受け、さらにＰＥＴプローブへの
展開に着手している。 

 
 
 
○ 京都大学医学部附属病院探索医療

センターの流動プロジェクで、平成
２４年度の臨床試験実施を目標に材
料の最適化及び非臨床データ取得中 

○ 平成２０年度ＪＳＴイノベーショ
ンプラザ京都「育成研究」に採択 

○ 今後、製薬メーカーとの連携模索 
 
２－２ 
融合ナノ材料によるイメージン
グ・ターゲティングおよびＤＤ
Ｓ材料の評価・実用化検討 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 腫瘍内低酸素領域を可視化する実

験系は、創薬現場への普及を期待 
○ ＨＩＦ－１活性を持つ神経細胞を

保護する脳梗塞治療法の開発につな
がることを期待 

 

新規ＭＲＩ造影剤開発 酸化鉄ナノ粒子の調製法の最適化 
他のナノ材料との融合化 

バイオセパレーションへの派生的展開

血管新生のプローブ開発
低酸素応答プローブ開発

新たな低酸素応答プローブ開発 
酸性環境下発光プローブ開発 

ＰＴＤ、ＯＤＤの最適化
ターゲティング用の最適化

光イメージングプローブ開発
他ナノ材料との融合化 
ＭＲＩプローブへの展開 

ペプトソームの最適化 ラクトソーム開発、派生展開へ
他のナノ材料との融合化 

がん可視化の実験動物モデル構築
各グループの試作品の評価

各素材及び融合材料の評価 
虚血性脳血管障害への適応評価
虚血性循環器障害への適応評価

他 ナ 材料と 融合化
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項目 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 計  

事業費概算 

 

百万円 

ＪＳＴ 

地 域 

合 計 

60.0

70.0

130.0

260.5

309.0

569.5

251.0

267.8

518.8

244.0 

279.8 

523.8 

240.0

256.5

496.5

135.4

150.7

286.1

1,190.9

1,333.8

2,524.7

 

 

 

 


